
研 究 者 一 覧 
◆基本情報 

氏    名  奥原 貴士（OKUHARA,Takashi） 

職      名  教授 

所      属  高松大学経営学部 

専 門 分 野  財務会計、簿記、経営分析 

学        歴 

 広島大学経済学部経済学科夜間主コース卒業（2007.3） 

神戸大学大学院経営学研究科会計システム専攻博士課程前期課程修了（2010.3） 

神戸大学大学院経営学研究科会計システム専攻博士課程後期課程修了（2013.3） 

学        位  博士（経営学） 

 

◆教育研究分野 

■教育上の能力及び職務上の実績 

【教育方法の実践例・作成した教科書・教材等】 

 

各講義で、講義内容の要点をまとめた資料を毎回配布している。資料は重要な個所を空欄にしており、板書し

たものを学生が書き移すことで、理解が深まるようにしている。そして、講義中に学生に質問を投げかけるこ

とで、学生が積極的に発言できるようになるように努めている。各講義で3～4回程度の小テストを実施するこ

とで、学生の理解度を把握するとともに、学生が適度な緊張感を持つようにしている。 

【資格・特許等】 

 
日商簿記検定1級（日本商工会議所 証113の1第1595号） 

 

【その他特記事項】 

 
日本学術振興会科学研究費補助金 2018年度 若手研究    採択 

日本学術振興会科学研究費補助金 2021年度 基盤研究（Ｃ） 採択 

■研究テーマ 

 研究開発投資に関する研究、IFRSによる開発資産に関する研究、のれんに関する研究 

■主な著書（３点） 

 『テキスト国際会計基準［新訂版］』第34章「事業セグメント（IFRS8）」（2018.11）白桃書房 

 

■主な論文（３点） 

 

 

 

「企業の資金力が研究開発投資の成果に及ぼす影響」森山書店、『會計』、第185巻第6号、54-67頁（2014.6） 

「IAS第38号により資産計上される開発費の資産性－EU主要自動車企業を対象とした実証研究－」四日市大学学

会、『四日市大学論集』、第32巻第1号、41-55頁（2019.9） 

「IFRS適用日本企業における開発資産の資産性に関する実証研究」四日市大学学会、『四日市大学論集』、第3

4巻第2号、41-63頁（2022.3） 

■所属学会 

 日本会計研究学会、国際会計研究学会、大阪市立大学経営学会、日本簿記学会 

 

◆その他 

■社会貢献（学外での活動） 

  

■管理運営（学内での活動） 

 附属図書館・情報処理教育センター運営委員、紀要編集委員 

■受賞等 

  

 


